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論文の内容の要旨 
（目的） 
 Medial Tibial Stress Syndrome(MTSS; シンスプリント)を有するアスリートにおけるランニング着地時

の微妙な骨動態の変化を把握した上で, 底屈筋群の筋活性度や筋張力の動力学的な要因から MTSS の牽引説

に繋がると思われる底屈筋群の異常を判別する. さらにシューズの影響及び前足部着地と後足部着地時を比

較する. このようなMTSS既往者の底屈筋群の異常を把握することでより詳細なMTSSの牽引説を明らかに

する. 

（対象と方法） 

[研究 1] 大学サッカー選手 10 名を対象とし, 2 群(MTSS, CON)に分け, 150 bpm のランニングの後足部着地

時の fluoroscopy(東芝社)撮影を 60 Hz にて行った. 解析は CANVAS と Image J を用い, 接地時の骨特徴点

を座標化する手法で, 内側縦アーチ(MLA)と外側縦アーチ(LLA)の角度の変化および並進変位量を求めた. 

[研究 2, 3] 大学サッカー選手 15 名を対象とし, 2 群(MTSS, CON)に分け, 反射マーカーを貼り付け, 3.3 m/s

のランニングの際に 12 台の Vicon カメラ(250 Hz)を用いて motion capture した. ランニングは前足部およ

び後足部着地をシューズ着用の有無で行わせ, 筋活性度(研究2)と筋張力(研究3)は底屈筋群に着目し, その変

化を筋骨格モデリングシステム(SIMM)を用いて算出した. 

（結果） 

[研究 1] MTSS 既往者の足部アーチ角は, 変化量も含め, 扁平足に近い大きいなアーチ角を持ち, 特に, LLA

の角度変化が大きかった. この結果より, LLAもMTSSの発症因子になる可能性がある. また, 踵骨に対する

第 1, 5 中足骨の並進運動の結果でもより大きい並進変位量が示された.  
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[研究 2] ランニングの着地時(特に裸足の前足部着地)において, MTSS 群の底屈筋群が CON 群より高い筋活

性度を示した. また, 腓骨筋群の筋活性度も高い結果が示され, 本研究の研究課題 1 で報告した MTSS 既往

者のランニング着地時に足部アーチの過剰な低下の結果と繋がる可能性がある.  

[研究 3] 筋張力の結果では, MTSS 群の底屈筋群が CON 群より高い筋張力を示した. さらにヒラメ筋の筋張

力で有意に高い筋張力が働き, MTSS 発症の主因として挙げられているヒラメ筋による DCFの牽引力の増加

を支持する結果が得られた. 

（考察） 

 MTSS 既往者のランニング着地時において腓骨筋群の高い筋活性が過剰な足部骨変動に繋がり, 補償作用

としてヒラメ筋に高い筋張力が働き, そのストレスが MTSS の好発部位(脛骨後方)の DCF に加えられ, 発症

された可能性が示唆された. 裸足や前足部着地ランニングはより高い筋活性度および筋張力を発生すされる

ことで MTSS の発症に悪影響を及ぼしている可能性があるため, メディカルチェックを行わせ, 身体的な特

性を把握した上, MTSS のリスクを持っているアスリートには慎重にランニング着地パターンを再教育する

必要性がある. 

審査の結果の要旨 
（批評） 

 Medial Tibial Stress Syndrome(MTSS; シンスプリント)の原因はいまだに不明なところが多く、いまだ

に原因の解明には至っていない。諸説ある原因の中で本論文は牽引説に着目してその発生機序をバイオメカ

ニカルに証明しようとしたものである。着地時の足部の動きをシネラジオグラフィで捉えるという手法は「斬

新的」なものである。正常群に比べて MTSS 群のアーチの有意な低下を捉えることができたことは MTSS

の原因究明に一投を投じたものと考える。また SIMM を用いての筋活動と筋力の解析においては下腿の深部

筋の活動の非侵襲的な活動評価を可能にしたものである。牽引説の全貌解明とはいかないまでも、これらの

研究から糸口をつかむことが可能になると考えられた。  

 
平成 27年 3月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求

め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 

よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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（A４判） ○○ ○○ 氏 博士学位論文審査報告書 

＜課程博士用見本＞ 

氏名（本籍）       EA ○○ ○○（○○県）（外国人の場合は、国名を記載する） 
A学 位 の 種 類       EA 博士（○○） 
A学 位 記 番 号       EA 博甲第       号                 （記入不要） 
A学位授与年月       EA 平成  年  月  日 
A学位授与の要件       EA 学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA 人間総合科学研究科 

A学位論文題目       EA ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

（英文題目の場合は“和訳”も記入） 

A主 査       EA  筑波大学教授  ○○博士   ○○ ○○ 
A副 査       EA   筑波大学教授  博士（○○） ○○ ○○ 
A副 査       EA   筑波大学准教授 ○○博士   ○○ ○○ 
副     査  筑波大学教授（連携大学院）  ○○ ○○ 

先頭の文字を左揃えにする 

論文の内容の要旨（注 1） 
（目的・対象と方法・結果・考察に分けて記入） 

(目的) 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（文頭は１字空けてから始める。） 

 (対象と方法) 

 (結果) 

 (考察) 

審査の結果の要旨（注 2） 
(批評) 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○（学位論文審査の批評を記入してください。） 
平成○○年○○月○○日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明

を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定

した。 

よって、著者は博士（○○）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 

 

（注 1）論文の内容の要旨と審査の結果の要旨の文字数の合計は、1,800 から 2,200 字（スペースを含まない）とし、

縦の行数は 50 行程度、横の文字数は 44 字程度（フォントサイズ 10.5）としてください。 
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また、2,200 字を超過しても構いませんが、1,800 字を下回ることは無いようにしてください。 

（注 2）審査の結果の要旨は、まず学位論文審査の「批評」を作成いただき、続けて上記赤字の定型文で締めてください。 


